
 

 

  

インフルエンザの波が再び押し寄せてきた２月でしたが、現在は

みなさん元気に登校し、学年末考査に取り組んでいる真っ最中で

す。今月は、「目がかゆい」と、真っ赤になって保健室に来る生徒も

ちらほら。また花粉の季節がやってきたなと感じますね。天気予報

でも、花粉情報が飛び交うようになりました。花粉症がある人は、

登校前に花粉の飛散予報をチェックして、マスクや眼鏡で防いだ

り、ツルツルした素材の洋服を着るなど工夫しましょう。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和８年２月２５日 

板橋区立板橋第五中学校 

校  長  太田 繁伸 

       保健室 

先週２０日（金）の５・６時間目に、東京弁護士会の山本先生をお招きして、保健講話を行いま

した。内容はデートＤＶについてです。デートＤＶとは、「親しいカップルの間で生じる暴力」の

ことで、身体への暴力だけではなく、心への暴力（暴言、無視、どなる等）、行動への制限や、経

済的な暴力（高いものを無理やり買わせる等）、性的な暴力などについて、幅広く説明してくださ

いました。 

 《生徒たちからの感想を一部ご紹介します》 

◆今まで「デートＤＶ」ということがあると知らず、関係ないと思っていましたが、今回の保健

講話で「デートＤＶ」がどれだけ危ないものか分かりました。自分が加害者にも、被害者にもな

りうるので、これから気をつけていきたいです。 

◆意外なことがデートＤＶになることや、付き合う前に、対話を重ねることが大切だと感じまし

た。 

◆自分には縁のないことだと思ったが、自分と相手が対等であるということを大事にしたい。ま

た、ＬＧＢＴＱ＋を尊重していきたい。 

◆高校生や大学生、社会人になるにつれ、ＤＶや暴力の加害者、被害者、また第三者になること

も多くなると思う。今回学んだことを活かして対応していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健講話を行いました 



 


